






























































































































































































水田 0．10 α10 0．67x10層63．OXlO6 0．6 0
畑 0．20 0．02 0．40xlO’62．0×106 0．3 0
果樹園 0」5 0．30 0．30x10’61．8XlO6 0．4 0
その他の樹木畑 0ユ5 020 0．30×106 1．8x106 0．3 0
森林 0．10 1．00 0．15xlOも 2．Ox106 0．3 0
荒地 0．25 0．10 1．40×10謄6 1，9XlO6 0．4 0
建物用地 0．13 1．00 230xlO－62．1x106 0．0 50
幹線交通用地 0．25 0．10 2．00x10曹62．0×106 0．0 4
その他の用地 025 0．10 1．00x10°62．ox106 0．3 0
内水地 0．07 0，001 0．60xlO64．0×106 1．0 0
海浜 0．20 0，001 0．74×10曾6 2．9×106 0．6 0
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数値モデルに基づく市街地温熱環境の解析　新潟県長岡市を対象とした土地利用データベースの作成と実測との比較
列変化の実測との比較を示す。こ
こで解析結果はGrid－CにおいてA
点に対応するメッシュの値である．
なお実測の測定高さは1．5mであり
，解析結果の高さは10mのものであ
る．気温については夜間において
やや高めであり，相対湿度は全般
的にやや高めに評価しているが，
実測値と解析値の傾向は概ね一致
している．
3．3河川の温熱環境緩和効果
　　に関する検討
　Grid－Cの市街地内を流れる河川
の温熱環境緩和効果を検討する目
的で，河川が存在するケース（現
状）と河川を荒地に変更したケース
を比較した．Fig．10に両ケースの
30日14時の気温水平分布を示す．
河川が存在する場合では河川より
もやや南東側において温度の低い
領域が生じている．これはFig．8
に示した北西の風による移流効果
であると考えられる．今回の条件
では，河川の市街地冷却効果は認
められるものの，その範囲は比較
的狭いことが分かる．このように
，本研究で作成した土地利用デー
タベースを数値解析に用いること
により，市街地スケールでの環境
変化を容易に把握することが可能
となる．
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　　Fig．7　Velocity　vectors（30　July，14：00）
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Fig．8　Time　develop　ment　of　velocity　vectors
　　（30・31　JUIy，　AMeDAS　point　at　Nagaoka）
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Fig．9　Te　mperature　and　relative　humidity
　　　　　（30　JUIy，Point　A　in　Fig．1）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4．結論
（1）詳細な数値地図情報が整備されていない地域において，温熱環境解析に必要な土地利用デー
タベースを簡易に作成する手法を提案した．
（2）本データベースと流体解析モデルを利用して、新潟県長岡市を対象とした市街地温熱環境解析
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（1）Present　condition　　　　　　　　　　（2）Parameter8　of　river　are　changed
　　Fig．10　Effect　of　the　Shinano　river　on　temperature　field
　　　　　　　　　　　　（30July，14：00，［°C】）
40
を行った結果，AMeDAS観測データや実測結果と良く一致し，本手法の有効性が確認できた．
（3）また本手法を用いて，河川が市街地温熱環境に及ぼす影響に関するケーススタディを行い，
その利用可能性を示した。
注1）「ゼンリン電子地図帳ZIV」を利用した．
注2）「Adobe　PhotoShop　5．5」を用いた．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2　注3）尾島らは土地利用図を用いた同様の熱環境評価データベースの構築手法を提案している．本研究
では土地利用図よりも詳細に建物・土地利用分布を把握できる電子地図及び国土基本図を基礎資料とした
データベースの作成を行った．
注4）本解析では全てのGridで静水圧近似を用いている．Grid－Cのメッシュ幅は50m×50mであり
，このような小さなスケールにおいて静水圧近似を用いることには問題があるとの指摘もあるが4）、
今回のGrid－Cの領域は地形の高低差がほとんどないことから，静水圧近似を用いることの誤差はそ
れほど大きくないと考えられる．非静水圧モデルの導入については今後の課題としたい．
注5）温位は実測値の日平均気温より標高Omで28．5℃，鉛直温位勾配には6K／kmを与えた．初期水
蒸気分布は地表面での相対比湿を70％とし，高さ3kmまではMcClatcheyの大気モデルに従い，高
さ3km以上ではゼロとした．
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